
基本理念

1班 2班 3班 4班

市民が、自分の意思を持って役割を考え、責任を持っ
て参画・参加する 協働のまちづくり

伝統・文化・歴史を活かした新しい文化的山口の創造

自発的に考え、行動し、それぞれの持て力が発揮で
き、活かされる社会となるしくみづくり

主権者である市民と市が責任と役割を分担しながら、
相互に補完していく

１００年、２００年先にもつながっていく持続可能な
まちをイメージしながら進める

・市民参画⇒市民は積極的に参加
・協働⇒個性を生かす、対等、目的共有
・情報共有⇒情報の共有、取り扱いのルール
・魅力あるまち⇒「住んでよかった」と思えるまちを
つくる
・コミュニティ自治充実⇒あらゆる人・組織の参加、
協力

１、地方自治の根源である自治会を行政のパートナー
とする
２、NPO外諸機関、諸団体との協働を推進する
３、補完性の原則に基づき、行政は市民団体の活動を
支援する。
４、絆を大切にし、共生の心を涵養する。

1班 2班 3班 4班

基本理
念

主体性

市民が自分の意思を持って（⇒言い換え：市民は、自
らの意思によって）

自発的に考え、行動し（⇒言い換え：主体的） それぞれが主体的に活動し←基本理念から

【発表】
市民の主体性
市民や色々な組織が参加し協力していくこと

基本理
念

参加参
画

責任を持って（⇒言い換え：主体的）参画・参加する 市民は積極的（⇒言い換え：主体的）に参加

基本理
念

補完性

補完性の原則に基づき

基本理
念

役割分
担

役割を考え 市民と市が責任と役割を分担（⇒言い換え：理解） 対等

基本理
念

交流連
携

【発表】
主体がつながり合い、支えあう（⇒言い換え：交流・
連携）

あらゆる人、組織（⇒言い換え：市民）

基本理
念

協働

協働のまちづくり 協働 【発表】
市民活動が協働には欠かせない

基本理
念

情報共
有

情報共有 情報の共有
取り扱いのルール

3 市民と市（行政）は、まちづ
くりに関する互いの情報を共有す
る。

・情報共有

絆を大切にし、共生の心を涵養する。【発表】
人と人との絆を大切にし、社会の中で共に生きるここ
ろを養うということ。自分本位のことは差し置いて、
公（おおやけ）のためになるということを考えてやり
ましょうということ⇒前文へ

補完性の原則に基づき、行政は市民団体の活動を支援
する⇒条文へ

地方自治の根源である自治会を行政のパートナーとす
る。⇒条文へ
【発表】
自治会というのは住民の約９割が加入している。これ
に対して、諸団体の中には市民活動団体とかＮＰＯと
か色々ありますが、関係のあるのは一部の住民です。
このあたりが、大きな違いです。自治会は行政と一番
近い活動をしているし、行政ができないところを自治
会が補完している側面もあります。ですから、自治会
を行政のパートナーとして位置づけている

NPO外、諸機関、諸団体との協働を推進する。
⇒条文へ

１００年、２００年先にもつながっていく持続可能な
まちをイメージしながら進める
⇒前文へ

魅力あるまち
「住んでよかった」と思えるまちをつくる
⇒前文へ

他自治会間の交流
他市町村の人々との交流
⇒条文へ

① 市民は、自らの意思によって
主体的にまちづくりに参加、参画
するよう努めるものとする。

・主体性
・参加参画

② 市民と市（行政）は、補完性
の原則に基づき、それぞれに果た
すべき責任と役割を理解し、対等
な立場で交流・連携し、協働して
まちづくりを推進する。

・補完性
・役割分担
・交流連携
・協働

基本理
念

その他

伝統・文化・歴史を活かした新しい文化的山口の創造
⇒前文へ

原案

プロセス検討会案大分類 中分類 小分類


